
おおいたPPP/PFI地域プラットフォーム 主催：大分県令和６年度

第１回

＜お問合せ先＞（運営委託先）株式会社大銀経済経営研究所 河野、工藤
TEL：097-533-8111 FAX：097-533-6888 MAIL：kazuki_kudo@dkk-oita.co.jp
※ 株式会社産学連携機構九州 九州PPPセンターと共同で運営しています。

「おおいたPPP/PFI地域プラットフォーム」事務局（大分県総務部県有財産経営室 担当：佐藤）
TEL：097‐506‐2975 MAIL:a11150＠pref.oita.lg.jp

※参加を申込みいただいた方は、次回以降のおおいたPPP/PFI地域プラットフォームもご案内させ
ていただきます。なお、ご提供いただく個人情報などは本プラットフォームにおける情報共有
の範囲内で使用し、ご本人の承諾がない限り、その利用目的以外に使用することはありません。

※本プラットフォームの際に、参加者に対して配布したいご案内等（各自治体のPR、各社の事業PRパンフレッ
ト・チラシ）がございましたら、上記申込締切日までに大銀経済経営研究所までご連絡ください。

開催日時 令和6年8月20日（火）13:00～17:00（受付開始12:30）

開催方法・会場

現地 及び WEB会議システム「Zoom」によるハイブリット開催

大分銀行宗麟館5階（大分市東大道1丁目9-1）
※大分銀行宗麟館の駐車場はご利用いただけません。公共交通機関もしくは近隣のコインパーキングをご利用ください。

参加対象 地方公共団体職員、民間事業者 等

現地定員 80名（先着順）※オンライン参加には、定員の上限はございません。

申込方法

九州PPPセンターHP下記URLより申し込み下さい。

https://kpppc.com/seminar/
※申込締切 令和６年８月１６日 (金)12時

「試行錯誤しながら進める沼田市の民間提案制度」 13:05～14:20

講師：群馬県沼田市

教育委員会事務局 教育総務課 副主幹 戸部 隆之 氏

◇別府市◇ 「新図書館等複合施設の公民連携について」

九州ＰＰＰセンターＨＰ

---- 名刺交換会（又は休憩）15分間 ----

官民連携セミナー・官民対話
今年度もおおいたPPP/PFI地域プラットフォームにて県内自治体による官民対話やセミナーを開催します。
第１回は、群馬県沼田市の戸部様による民間提案制度を用いた公共不動産活用を行った事例について講演
を行います。また、別府市の事業告知や大分市、豊後高田市の事業案件形成に向けた官民対話を実施しま
す。皆様のご参加をお待ちしております！

※ 「おおいたPPP/PFI地域プラットフォーム」とは、県内のPPP/PFI事業を推進するため、民間事業者、金融機
関、県内自治体等が一堂に会し、PPP/PFI事業に対する意識の醸成や基礎知識の習得、具体の案件形成に向
けた官民対話を継続的に展開する場として、令和元年11月に設置されたものです。

「共創の場（PPP事業）を形成するための 14:35～15:05

サウンディングの活用」
講師：株式会社産学連携機構九州（九州PPPセンター）代表取締役社長 前田 真 氏

◇大分市◇ 「旧中島小学校の跡地利用について」

◇豊後高田市◇「長崎鼻新コテージ整備事業について」

第２部 事業告知 15:05～15:35

第３部 官民対話 15:45～17:00 クローズ型（個別）サウンディング

第１部 講 演 13:05～15:05

https://kpppc.com/seminar/


第1部 講 演

第2部 事業告知

試行錯誤しながら進める沼田市の民間提案制度

群馬県沼田市 教育委員会事務局 教育総務課 副主幹 戸部 隆之 氏

<講演内容>
群馬県沼田市は人口約4.5万人、日本百名山の山々の森林に囲まれた自然豊かな

地域です。当市では民間提案制度を構築し、民間事業者の提案をもとに対話を進め、
優れた公共サービスの創出に取り組んでいます。直近の事例としては、随意契約を
保証した民間提案制度により、旧市役所跡地に建設した宿泊施設を核とした市街地
活性化事業を実施しています。
今回は、これまで試行錯誤しながら進めてきた当市の公共施設や公有地の利活用に

ついて、実務経験をもとに事業の進め方や見えてきた課題、そして民間事業者参画の
メリットを生み出すための公民連携の工夫やポイントのお話を伺います。

＜経 歴＞
2000年沼田市役所入庁。2013年に財政課に異動となり、沼田市立図書館ESCO事業、テラス沼田等総

合管理業務委託(包括施設管理業務)、沼田市ファシリティマネジメント施策に関する民間提案制度導入、
沼田市役所跡地活用事業(事業用定期借地)、学校水泳授業民間委託などを担当。2021年から現職。

第3部 官民対話（クローズ型 （団体ごと個別に実施））

株式会社産学連携機構九州（九州PPPセンター）代表取締役社長 前田 真 氏

多くの自治体が公共施設の老朽化と厳しい財政状況に直面し、また、少子高齢化等による住民ニーズの変化

による対応が求められています。そのような状況を解決する、共創の場（PPP事業）形成の為の手法等につい

て、官民双方の立場と状況を改めて考えてみましょう。

大分市
「旧中島小学校の跡地利用について」
市内中心部にある旧中島小学校の跡地利用について、

総合的な運動の場としての整備の実現可能性やその他

利活用（売却含む）に関するサウンディング調査を実

施します。

豊後高田市
「長崎鼻新コテージ整備事業について」
花とアートの岬“長崎鼻”の絶景スポットを最大限に

活かしたコテージを整備しています。
コンセッション方式での施設運営を検討しており、

維持管理・運営について民間事業者側からの柔軟な発
想による提案や意見を広く求めます。

お申込みいただいた会社・団体と自治体で個別に実施します。参加ご希望の方は九州PPPセンターHPから参
加登録の際に、「官民対話に参加する」の“参加する”をご選択ください。申込後、事務局からご希望案件確認
の連絡をさせていただきます。その後予定時間を個別にお知らせするとともに、事前に資料をお送りします。

別府市
「新図書館等複合施設の公民連携について」
令和５年度に着工し、令和7年度に完成予定の複合施設の管理運営につい

て、多様な民間事業者の参画に向けた公民連携事業の予定について告知を
行います。

共創の場（PPP事業）を形成するためのサウンディングの活用
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お申込み方法

九州PPPセンターHP（下記URL）よりお申込み下さい。

https://kpppc.com/seminar/

上記URLにアクセスすると、セミナー一覧ページが表示されます。

「【大分県】令和６年度第１回 おおいたPPP/PFI地域プラット
フォーム」

を選択してください。

申込フォームが開き

ますので、必要事項
をご入力ください。

「個人情報の取り
扱いについて同意
して確認画面へ」

を押下すると登録が
完了します。

次の画面で入力内容を確認後、 ボタンを選択してください。

登録したメールアドレスに確認メールが届きます。

１

４

※ 下図はいずれもR5年度第2回おおいたPPP/PFIプラットフォーム
の申込み画面であり、実際の申込み画面とは若干異なります。

「第１回 おおいた
PPP/PFI地域プ
ラットフォーム」の
詳細が表示されます
ので、ページ下部の

「こちらよりお申
込みください」内
の「こちら」を押

下してください。

２
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送信する

https://kpppc.com/seminar/

